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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・9/5　当直が川端Drから田名部Drへ変更となっている。

・9/6　デイナイトケア行事、新涼会実施。

・経過の締め切り：9/6の8:00まで。テキストの締め切り：9/13まで。

　期限を守って提出する事。

＜利用者様情報＞

・下苧坪康一郎様～本人来所し、デイケアの利用希望聞かれている。「青南病院にお世話になることにしました」と話し、ささクリニックや八戸赤十字病院には、諸事情により行きづらくなったと多弁気味に話している。詳細を聞くと対人関係で失敗した事から、同じ失敗を繰り返すのが怖くて通えなくなったとの事。前回利用時に、通所出来なかったことを振り返ると、人付き合いに不安があり、利用できなかったと申し訳なさそうに答えている。すぐに利用を開始しても同様の不安がでる可能性がある為、一度見学をするよう勧めている。また、利用については担当医とよく相談するよう伝えると了承されており、9/9（月）に担当医に相談し、今後について検討するとの事。

・上久保　善朗様～本日の外来受診の様子について確認している。「ポカリスエットが良いって言われた」と話し、面談の内容について報告されている。その際「何リットルまでならいいの」との質問あり。1日2～3リットルを目安に飲み過ぎないよう伝えている。今後も水分摂取状況などを確認していき、症状の変化に酔う注目していく。

・繁名　和恵　様～「幻聴が笑ってるんだよ」との訴えあり、静養室を利用されている。利用後、「幻聴でお腹が痛い」との訴えが聞かれており、理由を尋ねると水分補給をしすぎたとのこと。しばらく水分補給を控え、様子を見るよう促すと訴えは聞かれなくなっている。その後､笑顔でプログラムに参加すること出来ており、穏やかに過ごす事出来ている。

・五日市　規　様～来所時より、スタッフの声掛けに対する反応の鈍さや表情の冴えなさが見られている。プログラム参加時にも俯いている様子あり、ぼんやりとした声での発言が目立っている。昼食後、青山荘スタッフに「デイケアのスタッフに午後は休んでもいいって言われた」と話し、自室で休んでいるとの情報提供あり。その後、本人より架電あり、体調が悪く午後は欠席したいと話されている。具体的な症状は無いが、疲労感があるとのこと。その為、午後のデイケア利用は欠席されている。次回来所時に状態の変化に注意して関わっていく。

・川口　尚行　様～「なんかイライラして爆発しそうだ」との訴えあり。原因について尋ねると「特にこれって言うのは無いんだけどね。構って欲しいのかな」と話している。1年に2～3回、今回のような苛々があるとの事。また「疲れてるのとか寝れてないのとか色々重なって苛々するんですよ」と振り返っている。疲労感がある際にはゆっくり休養する事と飲酒しないようにすることを伝えると了承されている。その後、「話聞いてもらって楽になりました」と笑顔で話している。今後も本人の話しを傾聴しながら継続した利用を促していく。

・神田　直樹　様～先日のデイケアの欠席連絡をする際に、素っ気無い態度での対応が見られていたことについて振り返りを行っている。電話をしている時、後ろに母親がいたとの事で、焦っていたとのこと。それ以外には、仕事も大丈夫と話、自分から新聞にイラストが載ったことを報告している。

・倉石　ヨシエ様～昨日活気の無さ見られていたが、青風荘に帰荘後は神様発言無く、普段通りにホールで過ごされていたとのこと。体調確認すると、「なんも大丈夫だ」と話している。本日はプログラムに参加することできており、食事も拒否無く摂取されている。

・高島　吉太郎様～昨日活気の無さが見られていたものの、青風荘に帰荘後は日課を行うことができており、長時間起きていることはないとのこと。本日、居眠りは目立たず、プログラムに参加することできている。

・倉橋　生子　様～「昨日よりふらふらする」「いつも朝に排便があるが今日はまだ出ていない」と同じことを繰り返し訴える様子が見られている。排便に関しては水分摂取するなどして、工夫するように促しており、促しに対して言い訳のように答えることもある。午後に排便状況確認すると「ちょこっとずつ2回出た」と話されている。

・下妻　康貴　様～外来にて食道辺りのジクジクした感覚について伝えたと報告している。結果は、逆流性食道炎と診断を受けたとのこと。薬が処方されたとのことで、様子を見てみると話している。

＜事例検討＞

中村　鶴子様　統合失調症　主治医：川端Dr　利用日：金曜日

長期目標心身ともに健康に過ごし、再発をしない。

中期目標ストレスを溜め込まない。

短期目標月1回面談を行い、家族との関わりやうみねこ幸房での出来事をスタッフに伝える。

治療計画①デイケアに通所した際は、最近の様子や身体不調の具合についての確認を行う。アドバイスをする際は、分かりやすい表現、言葉を使用し、それを本人がどう受け止めたのか確認して、内容のすり合わせを行う。

②定期的に面談を行い、ストレスを溜め込まないためにも家族への不満などを傾聴していく。

検討内容目標、計画の見直し

現症

・最近体調の変化はなく、落ち着いていると話している。以前は歯科受診が負担だと話していた。

・体重について、57～58㎏となっており、増加は見られていない。主治医より、59㎏までは大丈夫と言われているとのこと。

・義姉とケンカをして3ヶ月で仲直りしたとのこと。自分から怒らないと相手も怒らない事が分かったと話す。

・今後両親の世話が出来ないのであれば、火曜日にヘルパー利用を考えている。

・ヘルパーを利用して、本人がうみねこ幸房利用と訪問看護を土曜日にしてはどうかと兄夫婦から提案されたとの事。本人は生活リズムは変えたくないし、せっかく土曜日が休みで、友人と会える日であるから、予定は変えたくないとのこと。そのことについては、兄夫婦に伝えていると話す。

・様々な場面において、受け止め方が偏る事があるため、本人に内容を確認していきながら正しく理解できているか確認する必要がある。

⇒今後も目標計画を継続して関わっていく。

高田　マキ様　統合失調症　主治医：田名部Dr　利用日：月、木、　H25.9.2より利用開始

検討内容目標、計画の立案

現症

・「心の中にモヤモヤした所がある」と訴え、妄想様の発言をした際に状況を考えると、現実的に繋がっていない事を表現している。

・気分の不安定さがあり、同時に対人面へも影響している事は自覚あり。

・家の片付けが出来ず、ヘルパー利用を考えている（ベルエポック）。

・来年盛岡への転居を考えており、お金を貯めている。⇒10月にコンタクト購入予定。

・生活をリセットしたいと転居について話している。家族にも伝えているが反対されている。

・恋愛妄想相手について、「結婚はもうしない」「ストーカーは犯罪」と話し、非現実的である事は徐々に自覚している。

・内服について「飲む量が多い」「体が受け付けない」と4錠ほど夕食後薬を除剤して服用している。⇒次回Drに伝える、「飲むと吐く」

・妄想による生活のしづらさはあると話している。

検討された目標と治療計画

長期目標現在の生活を安定させ、充実を図る。

中期目標①疾病を管理でき、病状に左右されない。

②対人交流技能の向上（声を荒げない）

③生活を管理できる（金銭、掃除、片付け）

短期目標①体調、精神状態の変化に気付く

②安定した生活リズムを保ち、生活状況把握のためデイケア利用を継続する

③気分の不安定さや衝動的な言動による他者とのトラブルを回避する

治療計画

①内服が守れているか確認。自己調整している場合は、内服の必要性とDrへの相談を促す

②妄想発言がある際は、傾聴しつつ左右されないように指摘する

③他の人との関係性にずれが生じている時には、声をかける。

④部屋の片付け状況や金銭の使用状況を確認

＜外来情報＞

・　平　康子　様～腰痛が変わらず見られているとの事で、ヨウフェナクが継続して処方されている。

・長瀬　紘一郎様～踵硬化症で、ウレモックスが処方されている。

・神田　直樹　様～来週ダイソーの面接があると報告している。担当医より、疲れなければやっても良いと話されている。

・上久保　善朗様～本人から、以前熱中症であれば水分を多く摂るように言われたとのことで、その内容をそのまま鵜呑みにし、水分を大量に摂ったと報告している。今後は訪問看護の話したことを聞いて、管理していくと話している。

